










要約:新生児救命率が世界一低率となった今日においても、救命された新生児の質的改善に

関してはなお解決されるべき問題が多い。その中で焦眉の問題は新生児の慢性肺障害であ

る。本年度は過去 2年間の研究成果をもとに班全体の共同研究と研究協力者による各個研

究をおこなった。共同研究では 1990 年出生児を対象に、昨年設定した病型分類を取り入れ

た我国における慢性肺疾患の大規模な疫学調査を行い、1985 年出生児についての過去の成

績と比較してわずかながら増加していることが明らかにされた。各個研究では慢性肺疾患

の管理目標、発症予防もしくは早期診断についての研究が行われ、パルスオキシメ一夕に

よる酸素化の管理の有用性、気道吸引液の分析による早期診断、高頻度振動換気法による

予防効果などが明らかにされた。 


